
 

 

皆様明けましておめでとうございます。寒い日が続き、オミクロン株が少しずつ新型コロナウィルスの感

染者を増やしており、予断を許さない状況ではありますが、うがい手洗い、マスクで打ち勝ちましょう。 

2022年、明けて 5日、今年の仕事、始まりました。寒波が日本列島にきて各地で大雪を降らせてお

りますが、東京でも本日は雪です。1月4日には太平洋プレートで起こった地震が小笠原諸島を襲い

ました。地震や台風、豪雨や豪雪など、日本列島を襲う災害に対して、微力ではありますが、弊社は

皆様のお役に立てるよう今年も事業活動を続けていきます。本年もよろしくお願いいたします。 

 

今年 1回目、通算 16回目ののメルマガでは、もう一度 BCP対策についてお話ししようと思います。 

 

自然災害 列島「日本」！ 

 

 



いつ、どこで起こるか予測不能！ 

毎年、深刻な被害をもたらす自然災害 

いつ、あなたの会社で発生するか！ 

「もし」ではなく、充分起こり得る現実 

 

BCP（事業継続計画）が喫緊の課題！つまり緊急時に事業の継続・早期復旧を図る

計画＝顧客の信用維持、高い評価・・・企業価値の維持向上 

多くの事業者の方々がその必要性を認識しながら「対策」を講じていないです。  

 

 

 

 

BＣＰ計画を一緒に考えてみませんか？ 



そうはいっても「わからないよ」とか、「何から手を付けようか」とお悩みの方々へ。身近な例として災害の際

の停電について、マンション管理組合の声をご紹介してみましょう。 

 

一般社団法人千葉県マンション管理士会が、まとめた「令和元年房総半島台風等 

マンション停電災害状況調査報告書」 

詳細はこちらです→https://www.chiba-mankan.jp/doc/2020_chousa.pdf 

 

やはり災害時の一番の問題は、水道、トイレなどの水 m割であることは間違いありません。それでも 

生のマンション住人の声として多くの組合が自家発電機を購入しておくべきだったと反省、携帯電話・

パソコンの充電は欠かせないと回答しています。（4 ページ） 

 

内容 

５．自家発電機の準備 

多くの組合が、自家発電機を購入しておくべきだったと反省しています。組合に１機でも良いので、ぜひ

自家発電機を備えたい。ただ、燃料のガソリンには使用期限があり、いつまで停電が続くかも分からないの

で使用を控えた組合がありました。天候にもよりますが、ソーラー発電機がより良いようです。夜の作業や、

携帯電話・パソコンの充電に自家発電機は欠かせません。テレビが１台でも見られれば、大きな情報源

になります。 

 

これがヒントであれば、マンション管理組合向け BCP 計画として BCP 電気の提案ができるかもしれませ

ん。 

 

告知 

BCP製品を展示します。FC EXPO2022＠東京ビッグサイト 

https://www.fcexpo.jp/ja-jp.html  

2022年 3月 16日（水）―18日（金） 

 

https://www.chiba-mankan.jp/doc/2020_chousa.pdf


こんなニュース見つけました！ 

2022/01/04 防災ジャパン 

【防災施策】「復興まちづくりのための事前準備」の取組状況について、調査結果が公表されました -国

土交通省 

詳細はこちら→ 

https://bosaijapan.jp/news/%e3%80%90%e9%98%b2%e7%81%bd%e6%96%b

d%e7%ad%96%e3%80%91%e3%80%8c%e5%be%a9%e8%88%88%e3%81%b

e%e3%81%a1%e3%81%a5%e3%81%8f%e3%82%8a%e3%81%ae%e3%81%9f

%e3%82%81%e3%81%ae%e4%ba%8b%e5%89%8d%e6%ba%96%e5%82%99

/ 

 

2022/01/05 防災ジャパン 

【防災施策】佐野市地域防災計画(案)に関するパブリック・コメントが実施されています／栃木 

詳細はこちら→ 

https://bosaijapan.jp/news/%e3%80%90%e9%98%b2%e7%81%bd%e6%96%b

d%e7%ad%96%e3%80%91%e4%bd%90%e9%87%8e%e5%b8%82%e5%9c%b

0%e5%9f%9f%e9%98%b2%e7%81%bd%e8%a8%88%e7%94%bb%e6%a1%88

%e3%81%ab%e9%96%a2%e3%81%99%e3%82%8b%e3%83%91%e3%83%96

/ 
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